
地 域 と J A を 結 ぶ 広 報 誌

　農事組合法人アグリ南西部は平成３０年
から啓翁桜の作付けに取り組み、今年で出
荷３年目を迎えました。同法人では５人の女
性構成員が出荷前の調製作業・箱詰めを担
当しており、「温度管理」と「出荷規格の見
極め」に注意を払いながら作業に当たって
います。５人の構成員は「確認作業を怠らず
質の良い啓翁桜を消費者へ届けたい」と話
しました。
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JA庄内みどり産米を使ったおいしい料理を提供している飲食店や
施設をご紹介します！今回は2店舗を今年度入組したＪＡ職員が実
際にお店イチオシの料理を食べて魅力や味をリポートします！！

■〒998-0037
　山形県酒田市日吉町２丁目１－３２
■TEL：0234-24-0248
■mail：info@jirobe-sakata.com
■営業時間：
　昼 午前11:00～午後2:00
　夜 午後4:00～午後10:00
■定休日：不定休

幻
の
も
ち
米「
女
鶴
」で

包
ん
だ
特
製
の
し
ゅ
う

ま
い
。モ
チ
モ
チ
食
感
と

平
田
牧
場「
三
元
豚
」の

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

完全個室なので、家族や
子ども連れでも安心。宴会
にもご利用いただけます。

■〒998-0828
　山形県酒田市あきほ町６６３－６
■TEL：0234-24-5123
■営業時間：
　昼 午前11:30～午後1:30
　夜 午後5:30～午後9:00
　※火曜日～木曜日の夜営業については
　　予約が必要となります（人数４人以上、
　　料理４,000円～対応可能）
■定休日：月曜日

　
魚
亭 

い
い
ざ
か
は「
地
元
」の「
お
い
し
い
」「
海
産
物
」

を「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
」で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
魚
屋
さ
ん
で
働
い
た
経
歴
を
持
つ
店
主
が
厳
選
し
た

海
産
物
の
味
は
格
別
。新
鮮
で
お
い
し
い
食
事
を
提
供
し

た
い
と
い
う
想
い
か
ら
基
本
的
に
、仕
入
れ
し
た
も
の
は

そ
の
日
に
提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
イ
チ
オ
シ
は
、お
店
で
一
番
人
気
の「
い
い
ざ
か
定
食

（
松
）」。季
節
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
海
産
物
も
変
わ

る
の
で
、美
味
し
く
楽
し
め
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
！

　
店
主
は「
海
産
物
の
新
鮮
さ
・
お
い
し
さ
に
は
自
信
が

あ
り
ま
す
。お
い
し
い
料
理
を
提
供
し
て
皆
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
明
治
10
年
か
ら
愛
さ
れ
、守
り
続
け
ら
れ
た「
う
な
ぎ
」の

お
い
し
さ
が
自
慢
の「
治
郎
兵
衛
」。う
な
ぎ
料
理
の
他
、地

元
の
海
の
幸
・
山
の
幸
・
旬
の
食
材
を
使
っ
た
お
料
理
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
お
米
に
も
こ
だ
わ
り「
つ
や
姫
」を
使
用
し
、全
て
ガ
ス
炊

き
。絶
妙
な
火
加
減
で
炊
き
あ
が
っ
た
お
米
は
う
な
ぎ
の
タ

レ
と
相
性
抜
群
で
す
。お
店
の
一
番
人
気
は「
特
大
鰻
重
定

食
」。

　
樋
渡
淳
子
代
表
取
締
役
は「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

で
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
す
る『
団
ら
ん
』や
親
友
・
仲
間
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
、

地
元
酒
田
の
食
材
を
メ
イ
ン
と
し
た
お
料
理
と
地
酒
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、大
切
な
方
と
の
食
事
と
い
う
楽
し
い

『
ひ
と
と
き
』を
提
供
し
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

魚
亭
い
い
ざ
かい

い
ざ
か
定
食（
松
）　

２
，４
２
０
円（
税
込
）

う
な
ぎ
割
烹
治
郎
兵
衛

特
大
鰻
重
定
食　

６
，７
０
０
円（
税
込
）

経済部営農資材課
配送センター
佐藤 陽平

信用部融資課
熊谷 耕太

板
前
さ
ん
の
オ
ス
ス
メ
！

女
鶴
秀
米

消防署

山王くらぶ

日和山
公園
←

日吉歯科診療所

舞娘茶屋
相馬樓

ファミマ

酒田
市役所
→

うなぎ割烹治郎兵衛
7

小
牧
川

魚亭いいざか

イオン
酒田南店

日本海
総合病院

ホテルイン
酒田

GSステーキ宮

クリナップ
庄内ショールーム

きれん耳鼻
咽喉科医院

皮ふ科
さいとう
医院

（
株
）庄
内
タ
イ
ヤ

「いいざか丼」も人気！
ネタがとっても分厚いんです！食べたら分かるネタの新鮮さ。

お店自慢の海産物だけ
でなく、茶わん蒸しや天
ぷらなど全ての料理が
おいしく店主のこだわり

を感じました。

ふわふわなうなぎ、癖にな
る甘辛タレに舌鼓を打つ
こと間違いなし！お米も１
粒１粒しっかり存在感が

あり、とてもおい
しかったです！
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　ＪＡバンク山形県は昨年大好評だった川柳大会を今年も企画いたしました。今回は、日々の暮らしの中
での健康、生きがい×農業、食をテーマに「いきいき×おいしい部門」「だんらん×おいしい部門」で作品
を募集しました。当ＪＡ管内で最優秀賞、優秀賞、佳作に選ばれた作品をご紹介します！

背
す
じ
シ
ャ
キ
ッ
！

　
田
植
え
手
伝
い
　
孫
が
来
る

む
っ
ち
ゃ
ん（
八
幡
）

優 

秀 

賞

しそまきを　食べるやいなや
母の声『うめんでろ？』

小田原裕（遊佐）

優 

秀 

賞

秋深し　音が鳴るなり
関節痛

後藤恵（平田中央）

佳 

作

孫が言う
じじのお米が　一番と

みなみ（遊佐）

佳 

作

頼もしや　孫の職場は
庄内平野

ナナコ（酒田ひがし）

佳 

作

生涯を　農に捧げて
健康づくり
池田久（遊佐）

JAバンク山形県年金友の会川柳大会

いきいき×おいしい部門

最
優
秀
賞

年
の
瀬
に

　
孫
子
と
笑
顔
の
　
お
餅
つ
き

タ
イ
ラ（
遊
佐
）

優 

秀 

賞

新米だ　塩おにぎりに
笑いがお

ミィー（酒田中央）

優 

秀 

賞

お菓子買う
ハロウィンの意味 わからずに

後藤恵（平田中央）

佳 

作

ただいまと
献立香る　玄関で
一家厨房長（遊佐）

佳 

作

家ネコは　魚またいで
チュルねだる
ナナコ（酒田ひがし）

佳 

作

貯金箱　置いてや孫が
肩たたき

佐々木進（酒田きた）

だんらん×おいしい部門

最
優
秀
賞

５
年
産
の
作
柄
解
析

　

管
内
の
移
植
盛

期
は
５
／
12
ご
ろ

と
な
り
ま
し
た
。

一
部
移
植
が
早

か
っ
た
圃
場
で
は
、

５
／
８
ご
ろ
の
低
温
に
よ
る
植
え
傷
み
が

み
ら
れ
ま
し
た
が
、
５
月
中
旬
が
高
温
で

推
移
し
た
め
、
活
着
は
概
ね
良
好
で
し
た
。

　

分
げ
つ
期
は
比
較
的
高
温
で
推
移
し
、

ま
と
ま
っ
た
降
雨
も
あ
り
田
ワ
キ
程
度
は

例
年
よ
り
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
７
月
上

中
旬
は
高
温
少
照
多
雨
が
長
期
間
続
い
た

た
め
中
山
間
部
や
一
部
平
坦
部
で
「
葉
い

も
ち
」
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
後
は
猛
暑
と
な
り
、
８
月
の

気
温
は
観
測
史
上
最
高
、
降
水
量
は
最
小

を
記
録
し
、
開
花
期
・
登
熟
期
に
は
台
風

等
に
よ
る
フ
ェ
ー
ン
の
強
い
東
風
が
頻
発

す
る
過
酷
な
気
象
条
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
影
響
で
登
熟
は
過
去
最
も
早
く
進
み
、

刈
取
り
も
５
日
程
度
早
ま
り
ま
し
た
。

　

庄
内
地
域
の
作
況
指
数
は
99
と
公
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
収
量
は
高
温
に
よ
り
千
粒

重
が
低
く
、
不
稔
や
粃
も
多
く
総
じ
て
平

年
を
下
回
り
ま
し
た
。
品
質
は
白
未
熟
粒

等
の
多
発
に
よ
り
、
１
等
米
比
率
は
26
・

２
％
と
極
め
て
低
く
、
玄
米
タ
ン
パ
ク
値

も
や
や
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
の
技
術
対
策

　

作
柄
解
析
の
通
り
、
令
和
５
年
産
は
著

し
く
品
質
低
下
を
招
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
品
質
を
あ
る
程
度
確
保
し
た
生
産
者
の

栽
培
管
理
を
聞
き
取
り
し
た
結
果
、
次
の

点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

①
目
標
耕
深
（
15
㎝
）
の
確
保

　

下
層
に
根
が
張
れ
る
こ
と
で
、
土
壌
養

分
・
水
分
の
吸
水
利
用
。

②
中
干
し
期
間
の
確
保
と
作
溝
の
実
施

　

生
育
調
節
で
㎡
あ
た
り
の
籾
数
の
適

正
化
。

　

直
下
根
・
う
わ
根
の
充
実
。

③
適
正
な
追
肥

　

生
育
診
断
に
よ
る
適
正
な
追
肥
。

　

極
端
な
葉
色
低
下
を
防
ぎ
、
吸
水
能
力

の
維
持
。

④
水
管
理
の
徹
底

　

き
め
細
か
な
水
管
理
（
間
断
潅
水
、
飽

水
管
理
）

　

早
期
落
水
を
し
な
い
。

　

い
ず
れ
も
基
本
技
術
の
範
囲
内
で
す

が
、
健
全
な
根
の
生
育
、
葉
色
の
適
正
に

よ
っ
て
、
吸
水
機
能
の
維
持
に
つ
な
が
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
異
常
な
天
候

の
発
生
に
備
え
て
基
本
技
術
を
徹
底
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
施
設
園
芸
拡
大
支
援
事
業
の

対
象
品
目
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、Ｒ

６
年
２
月
現
在
、
生
産
者
40
人
、
栽
培
面

積
４
・
８
ha
で
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

今
回
は
ハ
ウ
ス
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
春
作

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１ 

肥
料
・
堆
肥
の
施
肥

　

土
壌
ｐ
ｈ
・
Ｅ
Ｃ
を
毎
年
確
認
し
、
１

月
下
旬
頃
か
ら
石
灰
質
資
材
、
基
肥
（
ロ

ン
グ
タ
イ
プ
）、
完
熟
堆
肥
を
そ
れ
ぞ
れ

施
用
し
ま
す
。
中
で
も
完
熟
堆
肥
は
土
壌

の
物
理
性
の
向
上
と
、
堆
肥
マ
ル
チ
に
よ

る
雑
草
の
抑
草
効
果
を
高
め
る
た
め
、
10

ａ
当
た
り
５
ｔ
施
用
し
ま
す
。

２ 

か
ん
水

　

保
温
開
始
前
の
土
壌
は
乾
燥
し
て
い
る

た
め
、
た
っ
ぷ
り
と
か
ん
水
し
て
か
ら
保

温
を
開
始
し
ま
す
。
か
ん
水
の
方
法
と
し

て
は
、
土
壌
の
下
の
方
ま
で
浸
透
す
る
よ

う
に
、
一
度
か
ん
水
し
て
か
ら
１
時
間
ほ

ど
経
過
さ
せ
、
そ
の
後
再
び
か
ん
水
し
ま

す
。

　

保
温
開
始
後
は
、
う
ね
表
面
の
乾
き
具

合
を
見
な
が
ら
、
少
量
多
回
数
の
か
ん
水

を
行
い
ま
す
。
か
ん
水
は
午
後
に
行
う
と
、

午
前
中
に
温
ま
っ
た
地
温
が
低
下
し
、
萌

芽
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
晴
天
日
の
午
前

中
に
行
い
ま
す
。

３ 

蒸
し
込
み

　

ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
を
閉
め
、
ハ
ウ
ス
内

部
に
は
内
張
り
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま

す
。
萌
芽
ま
で
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て
管

理
し
ま
す
。
萌
芽
が
始
ま
っ
た
ら
萌
芽

揃
い
ま
で
は
、
40
℃
以
上
に
な
ら
な
い

よ
う
に
換
気
を
行
い
ま
す
。
萌
芽
揃
い

後
は
、
25
℃
〜
28
℃
で
管
理
を
行
い
ま

す
。
収
穫
は
蒸
し
込
み
開
始
後
、
３
週

間
か
ら
１
カ
月
程
度
で
始
ま
り
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
朝
と
夕
方
の

作
業
が
メ
イ
ン
の
た
め
、
水
稲
栽
培
と

複
合
で
取
り
組
み
や
す
い
品
目
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽

培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
寄
り
の
園
芸
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
園
芸

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

営農掲示板

令
和
５
年
産
米
の
作
柄
解
析
と

次
年
度
に
向
け
た
技
術
対
策

営
農
の
し
お
り
（
営
農
企
画
課
）

ハ
ウ
ス
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

春
作
業
に
つ
い
て

園
芸
だ
よ
り

園芸課
係長

五十嵐雄二郎

青年の主張東北ブロック
石川正志さん（八幡支部）優秀賞
　青年部八幡支部の石川正志さんは、東北・北海道農協青年組織
協議会が開催した「東北・北海道地区ＪＡ青年大会」に山形県代表
として出場し、ＪＡ青年の主張で優秀賞を受賞しました。
　石川さんは自身の就農までのいきさつを「農福連携」に絡めて発
表。それらへの理解とＪＡの農福連携を取り入れた新しい農業展開
の必要性を呼び掛けました。

ポリシーブック受け渡し 　２月７日にポリシーブック受け渡しおよ
びＪＡ常勤役員との意見交換会を行いま
した。飯塚卓矢委員長含め６人の青年部
執行部が参加し、「ＪＡのＨＰ・ＳＮＳ・Ｗ
ebの有効活用」「若手農業者向けの研修
会開催におけるＪＡの関与」「高品位米へ
の差別化の必要性」などに関し意見交換
を行うと共に、飯塚委員長が田村久義組
合長へポリシーブックを手渡しました。

青年部

▲石川さん、おめでとうございます！

▲抱えている問題や疑問について意見交換を行いました

62024.032024.037



　ＪＡバンク山形県は昨年大好評だった川柳大会を今年も企画いたしました。今回は、日々の暮らしの中
での健康、生きがい×農業、食をテーマに「いきいき×おいしい部門」「だんらん×おいしい部門」で作品
を募集しました。当ＪＡ管内で最優秀賞、優秀賞、佳作に選ばれた作品をご紹介します！

背
す
じ
シ
ャ
キ
ッ
！

　
田
植
え
手
伝
い
　
孫
が
来
る

む
っ
ち
ゃ
ん（
八
幡
）

優 

秀 

賞

しそまきを　食べるやいなや
母の声『うめんでろ？』

小田原裕（遊佐）

優 

秀 

賞

秋深し　音が鳴るなり
関節痛

後藤恵（平田中央）

佳 

作

孫が言う
じじのお米が　一番と

みなみ（遊佐）

佳 

作

頼もしや　孫の職場は
庄内平野

ナナコ（酒田ひがし）

佳 

作

生涯を　農に捧げて
健康づくり
池田久（遊佐）

JAバンク山形県年金友の会川柳大会

いきいき×おいしい部門

最
優
秀
賞

年
の
瀬
に

　
孫
子
と
笑
顔
の
　
お
餅
つ
き

タ
イ
ラ（
遊
佐
）

優 

秀 

賞

新米だ　塩おにぎりに
笑いがお

ミィー（酒田中央）

優 

秀 

賞

お菓子買う
ハロウィンの意味 わからずに

後藤恵（平田中央）

佳 

作

ただいまと
献立香る　玄関で
一家厨房長（遊佐）

佳 

作

家ネコは　魚またいで
チュルねだる
ナナコ（酒田ひがし）

佳 

作

貯金箱　置いてや孫が
肩たたき

佐々木進（酒田きた）

だんらん×おいしい部門

最
優
秀
賞

５
年
産
の
作
柄
解
析

　

管
内
の
移
植
盛

期
は
５
／
12
ご
ろ

と
な
り
ま
し
た
。

一
部
移
植
が
早

か
っ
た
圃
場
で
は
、

５
／
８
ご
ろ
の
低
温
に
よ
る
植
え
傷
み
が

み
ら
れ
ま
し
た
が
、
５
月
中
旬
が
高
温
で

推
移
し
た
め
、
活
着
は
概
ね
良
好
で
し
た
。

　

分
げ
つ
期
は
比
較
的
高
温
で
推
移
し
、

ま
と
ま
っ
た
降
雨
も
あ
り
田
ワ
キ
程
度
は

例
年
よ
り
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
７
月
上

中
旬
は
高
温
少
照
多
雨
が
長
期
間
続
い
た

た
め
中
山
間
部
や
一
部
平
坦
部
で
「
葉
い

も
ち
」
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
後
は
猛
暑
と
な
り
、
８
月
の

気
温
は
観
測
史
上
最
高
、
降
水
量
は
最
小

を
記
録
し
、
開
花
期
・
登
熟
期
に
は
台
風

等
に
よ
る
フ
ェ
ー
ン
の
強
い
東
風
が
頻
発

す
る
過
酷
な
気
象
条
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
影
響
で
登
熟
は
過
去
最
も
早
く
進
み
、

刈
取
り
も
５
日
程
度
早
ま
り
ま
し
た
。

　

庄
内
地
域
の
作
況
指
数
は
99
と
公
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
収
量
は
高
温
に
よ
り
千
粒

重
が
低
く
、
不
稔
や
粃
も
多
く
総
じ
て
平

年
を
下
回
り
ま
し
た
。
品
質
は
白
未
熟
粒

等
の
多
発
に
よ
り
、
１
等
米
比
率
は
26
・

２
％
と
極
め
て
低
く
、
玄
米
タ
ン
パ
ク
値

も
や
や
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
の
技
術
対
策

　

作
柄
解
析
の
通
り
、
令
和
５
年
産
は
著

し
く
品
質
低
下
を
招
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
品
質
を
あ
る
程
度
確
保
し
た
生
産
者
の

栽
培
管
理
を
聞
き
取
り
し
た
結
果
、
次
の

点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

①
目
標
耕
深
（
15
㎝
）
の
確
保

　

下
層
に
根
が
張
れ
る
こ
と
で
、
土
壌
養

分
・
水
分
の
吸
水
利
用
。

②
中
干
し
期
間
の
確
保
と
作
溝
の
実
施

　

生
育
調
節
で
㎡
あ
た
り
の
籾
数
の
適

正
化
。

　

直
下
根
・
う
わ
根
の
充
実
。

③
適
正
な
追
肥

　

生
育
診
断
に
よ
る
適
正
な
追
肥
。

　

極
端
な
葉
色
低
下
を
防
ぎ
、
吸
水
能
力

の
維
持
。

④
水
管
理
の
徹
底

　

き
め
細
か
な
水
管
理
（
間
断
潅
水
、
飽

水
管
理
）

　

早
期
落
水
を
し
な
い
。

　

い
ず
れ
も
基
本
技
術
の
範
囲
内
で
す

が
、
健
全
な
根
の
生
育
、
葉
色
の
適
正
に

よ
っ
て
、
吸
水
機
能
の
維
持
に
つ
な
が
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
異
常
な
天
候

の
発
生
に
備
え
て
基
本
技
術
を
徹
底
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
施
設
園
芸
拡
大
支
援
事
業
の

対
象
品
目
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、Ｒ

６
年
２
月
現
在
、
生
産
者
40
人
、
栽
培
面

積
４
・
８
ha
で
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

今
回
は
ハ
ウ
ス
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
春
作

業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１ 

肥
料
・
堆
肥
の
施
肥

　

土
壌
ｐ
ｈ
・
Ｅ
Ｃ
を
毎
年
確
認
し
、
１

月
下
旬
頃
か
ら
石
灰
質
資
材
、
基
肥
（
ロ

ン
グ
タ
イ
プ
）、
完
熟
堆
肥
を
そ
れ
ぞ
れ

施
用
し
ま
す
。
中
で
も
完
熟
堆
肥
は
土
壌

の
物
理
性
の
向
上
と
、
堆
肥
マ
ル
チ
に
よ

る
雑
草
の
抑
草
効
果
を
高
め
る
た
め
、
10

ａ
当
た
り
５
ｔ
施
用
し
ま
す
。

２ 

か
ん
水

　

保
温
開
始
前
の
土
壌
は
乾
燥
し
て
い
る

た
め
、
た
っ
ぷ
り
と
か
ん
水
し
て
か
ら
保

温
を
開
始
し
ま
す
。
か
ん
水
の
方
法
と
し

て
は
、
土
壌
の
下
の
方
ま
で
浸
透
す
る
よ

う
に
、
一
度
か
ん
水
し
て
か
ら
１
時
間
ほ

ど
経
過
さ
せ
、
そ
の
後
再
び
か
ん
水
し
ま

す
。

　

保
温
開
始
後
は
、
う
ね
表
面
の
乾
き
具

合
を
見
な
が
ら
、
少
量
多
回
数
の
か
ん
水

を
行
い
ま
す
。
か
ん
水
は
午
後
に
行
う
と
、

午
前
中
に
温
ま
っ
た
地
温
が
低
下
し
、
萌

芽
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
晴
天
日
の
午
前

中
に
行
い
ま
す
。

３ 

蒸
し
込
み

　

ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
を
閉
め
、
ハ
ウ
ス
内

部
に
は
内
張
り
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま

す
。
萌
芽
ま
で
ハ
ウ
ス
を
密
閉
し
て
管

理
し
ま
す
。
萌
芽
が
始
ま
っ
た
ら
萌
芽

揃
い
ま
で
は
、
40
℃
以
上
に
な
ら
な
い

よ
う
に
換
気
を
行
い
ま
す
。
萌
芽
揃
い

後
は
、
25
℃
〜
28
℃
で
管
理
を
行
い
ま

す
。
収
穫
は
蒸
し
込
み
開
始
後
、
３
週

間
か
ら
１
カ
月
程
度
で
始
ま
り
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
朝
と
夕
方
の

作
業
が
メ
イ
ン
の
た
め
、
水
稲
栽
培
と

複
合
で
取
り
組
み
や
す
い
品
目
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽

培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
栽
培
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
寄
り
の
園
芸
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
園
芸

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

営農掲示板

令
和
５
年
産
米
の
作
柄
解
析
と

次
年
度
に
向
け
た
技
術
対
策

営
農
の
し
お
り
（
営
農
企
画
課
）

ハ
ウ
ス
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

春
作
業
に
つ
い
て

園
芸
だ
よ
り

園芸課
係長

五十嵐雄二郎

青年の主張東北ブロック
石川正志さん（八幡支部）優秀賞
　青年部八幡支部の石川正志さんは、東北・北海道農協青年組織
協議会が開催した「東北・北海道地区ＪＡ青年大会」に山形県代表
として出場し、ＪＡ青年の主張で優秀賞を受賞しました。
　石川さんは自身の就農までのいきさつを「農福連携」に絡めて発
表。それらへの理解とＪＡの農福連携を取り入れた新しい農業展開
の必要性を呼び掛けました。

ポリシーブック受け渡し 　２月７日にポリシーブック受け渡しおよ
びＪＡ常勤役員との意見交換会を行いま
した。飯塚卓矢委員長含め６人の青年部
執行部が参加し、「ＪＡのＨＰ・ＳＮＳ・Ｗ
ebの有効活用」「若手農業者向けの研修
会開催におけるＪＡの関与」「高品位米へ
の差別化の必要性」などに関し意見交換
を行うと共に、飯塚委員長が田村久義組
合長へポリシーブックを手渡しました。

青年部

▲石川さん、おめでとうございます！

▲抱えている問題や疑問について意見交換を行いました

62024.032024.037











地 域 と J A を 結 ぶ 広 報 誌

　農事組合法人アグリ南西部は平成３０年
から啓翁桜の作付けに取り組み、今年で出
荷３年目を迎えました。同法人では５人の女
性構成員が出荷前の調製作業・箱詰めを担
当しており、「温度管理」と「出荷規格の見
極め」に注意を払いながら作業に当たって
います。５人の構成員は「確認作業を怠らず
質の良い啓翁桜を消費者へ届けたい」と話
しました。

今月の表紙今月の表紙 JA庄内みどり産米
応援団のご紹介
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